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比恵

399

の色調や胎土は１と同じ。外口径は 19㎝程度に復元できる。

　３は、大溝から出た口縁部。１・２と比べ器壁は薄く、傾きは不確実。端部は尖りぎみで、やや内湾しな

がら鉢状の体部にいたる。内面には淡黄褐色の真土が貼られ、その表面は青銅と考えられる淡青灰色の付着

物がある。本体の色調は暗茶褐色で、胎土は１～２㎜程度の砂粒を含む。

　４は、中期後半頃の円形の 26号竪穴建物跡から出た送風管の先端部。残存長 5.4㎝で、残存部から考え

ると曲状送風管と分かる。外径 2.95 ～ 4.25㎝程度、内径 1.6 ～ 2.5㎝程度で、先端部の孔は、外から力が

加わったためか、方形に近い。色調は赤褐～黄褐色を呈するが、腹面 2）側は熱を受け暗灰色に変色し、先
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東奈良

◉須玖坂本Ｂ
◉八ノ坪

新昌洞◉
◉◉

●上馬石

　　合家山◉
凡例
●：１Ａ類
◉：１Ｂ類
◎：１Ｃ類
■：２類
　：２類＋１Ｃ類
▲：３類

◎唐古・鍵長原◎◎

北方青銅器文化

中原青銅器文化

●
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龍頭山●
●
大井古銅鉱

小黒石溝●
三官甸

赤峰

■霊寿城
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▲▲

候馬

李家窯

北関

北窯

新鄭祭祀遺址

安心 馬田

◎赤井出
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被熱による黒変

被熱による黒変

２

３

１
0 5cm(1:3)

１ ２ ３

図１　ヤリガンナ鋳型と堅田遺跡出土「鋳型」（1: 庄原遺跡　2: 土生遺跡　3: 堅田遺跡）









0 10cm(1:4)

































１

２ ３

１  ：縦型流水文銅鐸・三対耳四区袈裟襷文銅鐸 製作地

２  ：横型流水文銅鐸 製作推定地

３  ：一対耳四区袈裟襷文銅鐸 製作地
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楠遺跡

玉津田中遺跡

明和池遺跡

五村遺跡

古曽部・柴谷遺跡石田遺跡

郡遺跡
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東奈良遺跡

■曲状送風管Ⅱ類
◆脚台付環形ガラス勾玉鋳型
●東海派銅鐸（難波分類）
★三遠式銅鐸





















(1/1,000)０ 50ｍ
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金龍寺旧境内跡

成合遺跡
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竪穴9
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段状遺構

勾玉出土地点
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：系列＋突線鈕式

凡例







：中根型
：伊奈型
：多孔銅鏃
：単孔銅鏃

凡例
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⬇
⬇

⬇

大阪平野北部

大阪平野中部
奈良盆地

３対の飾耳

高坏形土製品Ⅰ類

一対耳四区袈裟襷文銅鐸

曲状送風管Ⅰ類

直状送風管　基部Ｂⅲ類

３地域の銅鐸工人集団間の共通点

・送風管の使用方法

・同じネットワークを利用した原料金属の入手

凝灰岩質砂岩（神戸層群？）

石英安山岩質砂岩

流紋岩質凝灰岩

縦型流水文銅鐸

三対耳四区袈裟襷文銅鐸

一対耳四区袈裟襷文銅鐸
横型流水文銅鐸

鋳型石材不明
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